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物最適化宅デルとその周辺義務

-第 7 回

日時:平成 4 年 7 月 18 日(土) 14:30- 出席者: 20名

場所:金沢大学経済学部

テーマと講師: (1) r資産選択と効用J

斉藤吉宏(金沢大学自然科学研究科，和光証券)

H. M. Markowitz (1991)を紹介しつつ，そこで検

討されている 2 種類の効用関数について解説した.これ

に関連して今後の検討課題を述べた.

(2) r共有資源 (common property) の管理をめぐっ

てーゲーム理論的アプローチーJ 金子宏之(小松短期大

学)

漁業資源に代表される共有資源(common property) 

は，不特定多数の経済主体によって利用されるために，

常に枯渇の危険にさらされている.本報告では，このよ

うな枯渇の危険性をゲーム理論における非協力ゲームモ

デルを用いて分析した.

(3) r連立非線形方程式に対する Aitken.Steffensen 

公式および Steffensen 反復法J 野田竜夫(富山県立大

学)

関数fの偏導関数を計算しないで n 元連立非線形方

程式 x=f(x) を解く Aitken.Steffensen 公式およびそ

の改良である Steffensen 反復法を扱った. 本講演で，

最近得られた前者についての簡単な加速証明および後者

についての簡単な 2 次収束証明を紹介した.さらに，コ

ンピュータによる数値計算によって両者の有効性を示し

た.

・第 8 回

日時:平成 4 年 9 月 26 日(土) 14:00- 出席者: 15名

場所:富山県立大学工学部

テーマと講師:

(1) r満足度を考慮したデータ検索システム (n )J 

般若裕子，中島信之(富山大学経済学部)

データ検索に人間のゆるやかな判断を反映させるため

の手がかりとして，ファジイ推論を用いたデータ検索シ

ステムを構築する方法について提案した.またこのよう

1993 年 2 月号

なシステムの例としてJ中古車データ検索システム」を

紹介した.

(2) r A.距離についてJ

金正道，久志本茂(金沢大学教育学部)

Widmayer, Wu, and Wong によって提案された

A・距離(与えられた複数の方向によって決まる距離)に

ついて紹介し，検討課題を述べた.

義務金融と投資の OR物

-第17回

日時:平成 4 年10月 24日(土) 14:00-17:00 出席者:

34名

場所:東京工業大学百年記念館 3F フェライト会議室

テーマと講師:

(1) r投信運用実務における最適化の適用」高山 俊則

(国際投信委託運用二部運用課)

投資信託の運用の現状，ポートフォリオ構築のための

最適化法，そして今後の課題について述べた.最適化手

法はアセット・アロケージョン，各アセットクラス別の

ポートフォリオ構築のために使われるが，そのためのモ

デルとして Markowitz の MV モデルなど，代表的な 6

つのモデルについて説明した.次に， (l)RISK MODEL 

の研究， (2)特殊なモデル構造を活かした効率的な定式化

(3)実務特有の制約条件の考慮， (4) コンピュータ(ハード，

ソフト[オプティマイザーJ) の 4 つを実用モデルの必要

条件として挙げた.そして，インデックスファンドとア

クティブ運用ファンドに対する実用モデルの具体例を挙

げ，シミュレーションの結果，その有効性を示した.

(の「予測にもとづく平均分散ポートフォリオ選択j

中里宗敬(東京工業大学工学部経営工学科)

一般に Markowitz の平均・分散モデルによるポート

フォリオ選択問題は，過去の時系列データから得られた

標本平均と標本分散・共分散が用いられる.しかし市場

の効率性，情報の変化， Mean Reversion などの問題

があるため，標本平均に対して予測期待値，標本分散・

共分散に対して予測誤差の 2 乗の期待値を用いるポート

フォリオ選択問題を提案した.そして，移動平均，等比

加重移動平均，自己回帰モデル，多次元自己回帰モデル

による線形予測モデルを挙げ 6 つの投資戦略に対する

投資シミュレーションを行なった.どのモデルも予測値

と実現値とではあまり相関が高い結果を得ることができ
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なかった.

.確率毛デルにおける最適化物

-第19回

日時:平成 4 年 11月 4 日(水) 14:00-18:00 出席者:

14人

場所:筑波大学大塚校舎G館201教室

テーマと講師:動的計画法

(1) í最適停止時刻問題のゲーム論的変形について」

安田正実(千葉大学)

最適停止時刻問題を 2 人ゼロ和ゲームとしての定式化

を説明した.また，これをマルヨフ決定過程の特異制御

理論での結果と結び合わせ，例として倉庫業者の問題を

紹介した.

(2) í雨決定過程とミニマックス線形方程式J

岩本誠一(九州大学)

従来の決定過程をー般化した両決定過程とそれに対応

するミニマックス線形方程式を紹介した.また，この方

程式を解く有限終了アルゴリズムも紹介した.

物CIM環境下における生産計画とスケジ

ューリング暢

-第 7 回

日時:平成 4 年11 月 16 日(月) 18:00-20:30 出席者:

34名

場所:育学会館

テーマと講師:

「シミュレーションベースのスケジューリングシステ

ム FACTORJ

中野一夫，加治屋卓見(構造計画研究所)

講演の前に，名古屋工業大学の藤本英雄先生より，あ

いさつがあった.先生は日本機械学会の íC 1Mにおけ

るスケジューリングとその解法の実用化に関する調査研

究分科会」主査である.

中野氏， 加治屋氏の講演では simulation based 

scheduling system ( SBSS )の 1 つである FACTOR

を紹介した.製造システムの汎用シミュレーション・モ

デルをもとに，スケジューリング・システムを構築する

ソフトウェアである.定型的なモジュールを組み合せて

モデルを作成し，間に合わない部分があれば， C による

プログラムで補う.ディスパッチング・ノレールには既成

のオプションが十数倒ある.ノレールを設定し，自動的に

104 (56) 

再スケジューリングを行なうことができる.思想的には

SLAM と同系列に属し，記述自体の互換性はない.開

発工数は60人年.実用上の質問が多く出た.講演後， ヒ

ューマン・インタフェース部分の実演があった.資料は

講師に請求すれば郵送する.

Fax.03 (3346) 1274 

後データ解析と OR暢

-第 3 回

日時:平成 4 年 11 月 21 日(土) 14:30-17:00 出席者:

18名

場所:新潟市 IBMシステムプラザ

テーマと講師:

「データ解析とシミュレーションー科学教育の立場か

ら考えるーJ 下村忠行(新潟中央短期大学商学科)

学校教育におけるシミュレーションの利用について，

特に科学教育における活用を中心に，その手法や問題点

を実例もまじえて発表した.

e動的計画法修

-第 8 回

日時:平成 4 年 11 月 30 日(月) 18:00-20:00 出席者:

5 名

場所 :EDC ピル

テーマと鴨飾: í動的ファジィ・システムについてJ

安田正実(千葉大学)

ファジィ関係に対する線形構造の導入について，この

関係に関してのファジィ積分の線形性を証明した.ファ

ジィ積分は，線形性をもたねことは知られており，それ

で，このことはファジィ動的システムにとって妨害とな

る.これをきけるため n 次元ユーグリッド空間の上で定

義されたファジィ関係、に対するある制約的仮定を設定す

る.また決定的定常的政策のあるファジィマルコフ決定

過程が定式化され，その特殊性がファジィ状態の再帰方

程式によって与えられる.

物人間的グローパル経営システム暢

-第19回

日時:平成 4 年 12月 5 日(士) 14:00-17:00 出席者:

8 名

オベレーショソズ・リサーチ
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場所:東京都勤労福祉会館(中央区新富)

テーマと構師: 121世紀を健やかに生きる (3)J 務最適化とその応用物
上回亀之助(上回イノベーション研究所，

杉野女子大学) ・第 4 図

20世紀の後半になりますと，人口爆発・環境汚染の増 日時:平成 4 年 12月 8 日(火) 14:00-17:00 出席者:

大・自然破壊の激化・資源の澗渇・人心の荒廃等が進み 12名

人類の滅亡の危険が迫りつつあります.これを克服する 場所:京大会館215号室

には，①科学技術の振興，②共存共栄の経済態勢の確立 テーマと講師: (1) 1通信網管理における最適化問題」

③創造と更新の実行，④和敬の心の樹養が必要です. 伊藤大雄，井上明也 (NTT通信網総合研究所)
通信網管理のための意思決定支援、ンステムにおけるん

物 ORの計算環境務 一千ング制御と伝送路網制御について解説があった.ノレ

ーチングに関しては混雑時に動的に迂回路を選ぶ夕、イナ

・第13回 ミックルーチングについて，時間と状態の情報から迂回

日時:平成 4 年12月 8 日(火) 16:00-17:35 出席者: 路を決定するために，このシステムでは発見的解法を用

14名 いている.また伝送路網に関しては 1 - 2 本のパスが故

場所:札幌郵政会館大会議室 障したときの予備パス設計，および複数の束(小束と大

テーマと鴫師: 1生産情報システムにおける協調的解法 束)を考慮する問題についての定式化が示された.

についてJ 関根 史麿(花王紛文理科学研究所 (2) 1対称なポーリング・システムにおける最適サーバ

生産スケジューリングにおいては，目標生産量や労働 割り当て政策について」三好直人(京都大学工学部)

力の変化に即応するために，人間と計算機が協調的に作 ポーリング・システムにおいて 1 つのステーションで

業することが効果的である.本報告では，対話型のスケ の+ーピス終了後，サーパをどのステーションに順序よ

ジューリング・システム SOPHINA とこれを多品種少 く害Ijり当てるかという問題で，解析を簡単にするために

量生産に適用した事例を紹介した. 完全に対称な、ンステムに限定した議論が行なわれた.総

考多 多多

言ト 報

A. CHARNES 博士(テキサス大学教授)

1992年 12月 19 日，ご逝去されました.

謹んでご冥福をお祈りいたします.

1993 年 2 月号

多多

割引コストの期待値を評価規範としてセミ・マルコフ決

定問題として定式化を行なった上で，最も長い待ち行列

をもっステーションにサーパを割り当てる LQF政策の

最適性の証明について解説があった.

考多 多多

会合記録

12月 8 日(火) 表彰委員会 7 名

12月 11 日(金) IAOR委員会 2 名

12月 11 日(金) ORの基本課題検討委員会 3 名

12月 14 日(月) 編集委員会 12名
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